【新潟税務署長賞】

「税の大切さを知ろう」
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「減税は良いこと」、「増税は嫌」。税のイメージは二つでは割り切れない。
先日まで、食料品に対する消費税減税が話題になっていた。来春、八パーセントから一パーセントに減税するとのことで、物価高が続く中、多くの人が喜んだと思う。しかし、ふと消費税について調べてみたところ、手放しでは喜べなくなった。目に留まったのは、その使い道だ。消費税は、「年金、医療、介護、子ども・子育て支援」という４つの項目に使い道が定められていることを知った。
中でも、私が特に重要だと思うのは、「子ども・子育て支援」である。なぜなら、国の力や経済を支えるのは、「ひと」であり、少子化に歯止めをかけて、将来の働く世代の確保、人手不足に対応することで、他の「年金、医療、介護」の問題解決にも繋がると考えるからだ。私も少子化を身近に感じている。私が住む新潟では県立高校の統廃合が進み、私が通う高校でも、来春から一クラス減る。
先日、テレビを見ていたら、ポーランドの少子化対策を取り上げていた。ポーランドも少子化が深刻で、大統領の決断で、対策として、子供を三人以上もうけると母親の所得税はゼロ、父親の所得税も大幅に減らすとのことだった。一方、ポーランドの消費税は二十三パーセントと世界でもトップレベルの高さだ。しかし、インタビューを受けていたポーランドの人々の多くからは納得の声が聞かれ、特に不満はなさそうに見えた。それは、こうした税が自分たちの将来、国の未来のために重要な少子化対策や福祉に使われていると理解しているからだ。実際、ポーランドの出生率低下は一時止まった。日本とは国の制度が異なり、真似できないと思うが、少子化対策に繋がる税制を考える上で参考になる。
私は法学部志望なので、特に、様々な立場や観点を理解するよう努めている。消費税の減税で当面の生活が助かる人も少なくないことは分かる。しかし、消費税が「子育て」という少子化対策に活用されていることを知った今、「簡単に減らすのはどうかな」と、税制について一歩立ち止まって考えてみる必要性を感じ始めている。
税率の高い低いが良し悪しではない。少なくとも、ポーランドの国民の反応を見て、国民一人一人が税金の必要性を理解していることが素晴らしい税制に繋がると感じた。
自分で調べなくても多くの国民に税金の意義が浸透する仕組み、社会保障サービスを国民のわかりやすい形で提供し、大切な税金の使い道の透明性を高めた、国民が納得、安心できる環境づくりが、より良い税制に繋がると思うし、私はこの作文への取組みで理解を深められた。一つ一つの税金の意義をしっかり理解し、将来、私も法律の面から日本が豊かになる税金制度に貢献できるようになりたい。
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